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　7月6日（金）に豪雨により学生寮敷地が冠水しました。翌7
日（土）には上島町全域で断水となり，2時間程度の給水
が行われました。この日は，四国地区高専大会のため，
多くの学生が四国各地へ試合へ出かけていました。
　8日（日）には教職員用のグループウェアで情報交換用掲
示板を立上げて，試合の引率で四国各地に出かけている
教職員と情報共有が取れる体制を整えました。学寮では断
水のためトイレが使用不可となり，食事の提供も困難で
あったため，翌9日（月）からの臨時休校を決め，安全確
認の上，学生は帰省しました。また，本校HP（ホームペー
ジ）やメール連絡網でも随時学生に連絡し，試合に出かけ
ていた学生全員の帰宅を確認しましたが，帰宅困難な寮
生33名が寮に留まりました。
　9日（月）の朝に，災害対策会議を開き，教職員用の災
害対策情報用掲示板の立上げや被災した学生の情報共
有を図りました。午後には本校HP及びメール連絡網で13日
（金）までの臨時休校を通知しております。寮に残っている
学生も帰路の安全が確認できた学生から帰省し，10日
（火）には在寮生は18名となりました。
　11日（水）には，本校HP及びメール連絡網で20日（金）ま
での臨時休校を通知しましたが，翌12日（木）に，尾道市
より御調・因島の断水復旧が20日（金）から22日（日）に見込
まれるとの広報があったため，臨時休校を27日（金）までと
しました。
　この間，学校トイレは雑用水（地下水）を使用しており，
使用可能であったため，トイレや雑用水を町民に解放しま
した。さらに，本校練習船弓削丸内のシャワーも町民に解
放しました。
　多くの寮生は，8日（日）に試合先から直接帰省していた
ため，寮の安全確認と清掃を行った上で，17日（火）に一
時的に寮生の立入りを許可しました。
　学生の中には，実家が床上浸水，崖崩れによる家半
壊，交通遮断，断水，停電などの被害にあった家族もお
りました。心からのお見舞い申し上げます。

　7月は3週間の臨時休校をしたため，その振替として，
夏季休業を短縮し9月10日（月）から22日（土）を授業としまし
た。24日（月）は予定通り商船学科の卒業式を執り行い，25
日（火）から29日（土）までを前期期末試験にしました。また
後期授業は10月1日（月）ら開始しています。
　9月の寮再開に向けて，雑用水利用に伴う風呂の洗浄
や,断水中のトイレの定期的な排水処理を行いましたが，
外回りの泥の処理には十分に対応ができませんでした。そ
こで，寮再開後に寮生が敷地内の泥を除去する作業を
手伝ってくれました。まだ寮の外壁は汚れているところにも
ありますが，皆様のご協力もあり，ようやく平常業務に戻
ることができました。繰り返しになりますが，有形無形での
ご支援をいただき，感謝いたします。
　

西日本を中心とした豪雨災害の御礼と報告

教務主事
藤本　隆士

　７月の西日本豪雨災害では保護者の方々，OBや同窓会の方々，退職教員，
企業，広島商船高専，福山葦陽高校の皆様から多くのご支援をいただきまし
た。
　ミネラルウォーター，お茶，寄付などは在寮生や教職員に配布いたしました。
ご支援いただきました皆様方に心より御礼申し上げます。

寮生，校長，教職員有志による学寮敷地内清掃活動
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　KOSEN（高専）4.0イニシアティブは，「平成31年度から
の第4期中期目標期間に，51の高専毎に各校の強み・特
色を出しなさい。いい取り組みには文部科学省が応援しま
す。」という事業です。強み・特色の出し方は，政府により閣
議決定された「日本再興戦略2016」や文部科学省から公
表された「高等専門学校の充実について」等の提言を踏ま
え，下記の3つの方向性，
　　　① 新産業を牽引する人材育成
　　　② 地域への貢献
　　　③ 国際化の加速・推進
を軸に，場合によっては複数の方向性を組み合わせて，
今後の学校の在り方・取り組みを提案しなさいというもので
す。
　本校では取り組む教育として，上記の①と②を軸に，
「離島の特性を踏まえた弓削商船高専でしかできないこと
をすべき」という文部科学省のアドバイスを基に，人材育
成のテーマとして「島の防災・減災に取り組むことで人材を
育成し，地域に貢献する。」としました。
　その心は，「離島の抱えている防災・減災の問題を学生
たちの取り組む課題とし，IoTの技術でそれを解決する経
験を身につけた人材を育成する」という意味です。
　IoT（Internet of Things）の技術は過疎な地域にこそ
効果が大きいこと，IoTの技術をもつエンジニアは，次の
時代の新産業がどんなものになっても欠かせない人材とな
ること，また，学生時代に世の中の課題を解決した自信
が，次の時代に生まれる新産業を牽引する人材になれる
と信じ，下記の事業名で本校の提案を文部科学省へ申
請しました。
［事業名］
　離島工学に基づく防災・減災に精通したIoT技術者育
成プログラム
　離島工学というのは造語です。離島の抱える課題を地
域コミュニティと連携し工学的視点から解決するという意
味を込めています。
　上記のプログラムは採択され，その取り組み予定の防
災教育を計画しているときに西日本豪雨災害が起こり，弓
削島では12日間に渡り断水となりました。断水の間，上島
町から一人一日5リットルの飲料水の供給がありましたが，

生活用水がなかったので，風呂には入れなく，トイレが流
せなく，洗濯ができなく，本当に水のありがたさが身にし
みました。
　豪雨による災害は，校舎地区は断水だけだったのです
が，寮地区は裏山に降った雨が山の脇に作ってある側溝
をあふれ，鉄砲水となって寮の建屋の間を川のように流
れ，大量の土砂を側溝の中と側溝のそばに残していって
しまいました。あふれる水を押さえるために土嚢を積むのを
寮生も手伝ってくれました。ありがとうございました。
　どこにいても災害に遭いますので，この防災教育は重
要な位置を占めることになります。将来，就職した地域で
災害に遭ったとき，救急救命できたり，ボランティアをした
り，避難所等の運営のリーダーになってほしいと考えた防
災教育でしたが，突然の山崩れや浸水等で生命の危険
が想定外に頻繁に起こるようになっています。まず，命の
守り方の教育や危険を予知する教育から始めるべきと感じ
ています。
　離島の抱える課題として，教育，物流，エネルギー，
安全・安心を取り上げ，この中から防災・減災に関連させ
て，下記をやりますと文部科学省に説明しました。
［教育］
　　・IoT教育
　　・防災・減災教育（小中学校含む）
　　・プログラミング教育（小中学校）
　　・ロボット教育（小中学校）
［物流］
　　・ドローン船
［エネルギー］
　　・潮流発電
　　・竹燃料
　　・漂着ゴミ燃料
　　・スターリングエンジン
［安全・安心］
　　・所在確認システム
　西日本豪雨を経験して，課題として「水」を忘れている
ことに気がつきました。一つは生活用水の確保は最重要な
こと。もう一つは，普段は水が流れていない側溝は大雨の
時は暴れる，という認識がなかったことです。
　水道の復旧は，水源地が被災すると2～3日では済まな
いことが分かりました。取り組む島の課題として「生活用水
の確保」を追加し，井戸の再利用・再開発を提案したいと
思っています。
　また，大雨になれば暴れ川（暴れ側溝）になる箇所を洗
い出すことも課題に追加し，水の流れに逆らわない水路
の提案をしなければと思っています。
　今後は課題を見つけるところから学生が取り組むように
していきます。

KOSEN（高専）4.0イニシアティブ

校長

井瀬　潔
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平成30年度 前期級長・副級長・学級担任一覧
学　　科
級　　長
副　級　長
学級担任

商船5年
村上　寛起
赤木　　剛
筒井　壽博

電子5年
福本　知希
松本　宙依
ダワァ ガンバット

情報5年
黒川　聖也
宮丸　尚人
田房　友典

商船4年
杉本　泰伸
塩見　歳人
二村　　彰

電子4年
村上　敬太
保持　岳汰
森　耕太郎

情報4年
檀浦　紗弥
小野　日麗
高本　　洋

学　　科
級　　長
副　級　長
学級担任

商船3年
高原　勝樹
田村　安志
高岡　俊輔

電子3年
藤原　優伍
岡田　健生
久保　康幸

情報3年
中司　泰誠
住廣　香奈
峯脇さやか

商船2年
藤江那由多
宇田　稔啓
山崎　慎也

電子2年
德岡　青樹
古岡　大空
大澤　茂治

情報2年
荒木　海渡
岩崎　花菜
要　弥由美

商船1年
枝常　　楽
岩部　悠紀
野口　　隆

電子1年
小段　　一
奥田　晟二
水崎　一良

情報1年
原　　楓子
田房　希歩
牧山　隆洋

平成30年度 入学式

　平成30年3月10日（土）10時20分より，本校第二体育館
において，平成29年度電子機械工学科・情報工学科卒業
式および専攻科（生産システム工学専攻）修了式が挙行さ
れました（各種行事のアルバム）。
　卒業生および修了生は，電子機械工学科38名，情報
工学科33名，専攻科生産システム工学専攻3名の合計74

名でした。卒業生・修了生は，校長，来賓，保護者，教
職員，在校生列席のもと，校長の式辞や来賓祝辞，祝
電の披露を受けました。続いて在校生総代（若松芽生さ
ん）の送辞，卒業生総代（毛利竜生さん）の答辞があり，
卒業生は今後の精進への決意を新たにしていました。

　平成30年4月8日（日）10時より，本校第二体育館におい
て，平成30年度入学式が挙行されました（各種行事のア
ルバム）。
　新入生は，商船学科38名（女子3名），電子機械工学
科44名（女子3名），情報工学科42名（女子19名），専攻
科生産システム工学専攻8名，留学生2名（情報工学
科），４年次編入学生2名（情報工学科）の合計136名でし
た。式に臨んだ新入生たちは，校長，来賓，保護者，教

職員，在校生列席のもと，学級担任教員から，一人一
人名前を読み上げられ，校長から入学許可を受けました。
その後，本科入学生代表（住田凌真さん）・専攻科入学生
代表（村上陸さん）が宣誓の言葉を述べられました。続い
て，校長式辞，上島町長宮脇馨氏から祝辞があり，祝
電が披露されました。
　その後，在校生総代（中西柊斗さん）から歓迎の言葉が
あり，入学生総代（原楓子さん）から答辞が述べられました。

賞名 電子機械工学科 情報工学科

体育功労賞

※毛利　竜生
※THAKSAKRONWONG, TASSA

　高垣　克成

　門田　暁登

　赤坂　孝太
　田島　惇平
　永山　大夢
　門田　暁登
　THAKSAKRONWONG, TASSA

※牧野　一生（陸上競技部）

　黒田菜々子（バドミントン部）
※越智　舜介

　村上　陸

　市來　稔也
　伊藤　宏紀

　山本　康貴
　越智　舜介
　黒田菜々子
　高田　夢子

　牧野　一生
　正岡優之介
　村上　　陸

　馬越　早恵（卓球部）

同窓会会長賞
日本機械学会畠山賞
電気学会・電子情報通信学会・情報
処理学会　四国支部奨励賞

日本マリンエンジニアリング学会
優秀学生奨励賞「山下勇賞」

精励賞

※代表者

平成29年度
電子機械工学科・情報工学科卒業生 各賞受賞者

平成29年度 卒業式 修了式
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新任教員の紹介
練習船弓削丸　船長

宮本　宝

練習船弓削丸　一等機関士
山下　訓史

　

　平成30年4月より練習船弓削丸船長と
して着任しました宮本宝と申します。
　私は，昭和49年（1974年）4月に本校

航海学科（高専8期）に入学，昭和54年（1979年）9月に卒
業しました。「海にお舟を浮かばして　行ってみたいな　よ
その国」。私が，幼少のころから口ずさんできたこの歌です。
この歌詞が本校入学のきっかけとなりました。しかし，私の
卒業当時は第2次オイルショックと重なり，海運界・造船界
は大不況，歌詞のとおりとはいかず，本校卒業後は北海
道函館に居を構え，決して平たんな道を歩んできたわけで
はありませんでした。日本国有鉄道青函船舶鉄道管理局の
青函連絡船に勤務，日本海事検定協会出向，青函トンネ
ルの開業・連絡船廃止後，農林水産省水産庁に転出，
海洋・漁業調査船に勤務，東日本フェリー株式会社（現；津
軽海峡フェリー株式会社）に58歳まで勤めた後，海洋エン
ジニアリング株式会社海洋調査船に勤務，そして本校に
採用された4月には60歳の還暦を迎えました。このように右
転左転，反転，前進後進，減速・停止・後進を繰り返し，
20歳で弓削島を離れ，40年ぶりに帰ってきました。
　私を育ててくれた本校に恩返しをしたい，長年の乗船
勤務・経験，また，陸上勤務を含む他分野の職歴・人生
経験など関わってきたこと，培ってきたこと，体で覚えてき
たことなど自分の引出しを活かし，まだまだやれる，出来
ると自負するところもあり，人生の忘れ物を取りに弓削島に
帰ってきました。入学当時の校訓「明るく，たくましく，謙虚

に」を今においても実践・継続，また，「万物すべて己の
師，万物すべて己の責任」を常に心がけ，人と接するに
は，目線の高さを同じくし，決しておごらず，当事者意識
を持ち，私利私欲でものを考えず，社会に役立つ，貢献
することを生きがいとし，本校において，微力・非力ながら
も，私の全てを費やし，優秀な人材を育てることができた
らと思っております。若者（学生）の未来は輝いている，輝
いていなければならない。その手助けを私にやらせて下さ
い。しかし，学生にとっては「習うは3分，学ぶは7分」が大
事です。この言葉は，私の亡き母がいつも繰り返していた
言葉，このことを教えていきたいところです。とは言っても
教員としては1年生，新入り・新米です。2年生，3年生，4
年生，5年生・・・として成長していかなければなりません。厳
しくご指導，お叱り，ご鞭撻その他，お願いいたします。
　今は自由な時代です。行こうと思えばどこへでも行け
る，欲しいと思えば何でも手に入る，そしてやろうと思えば
何でも出来る，そんな時代です。夏場は北海道で過ご
し，雪が降ってきたら弓削島に戻り，桜が咲き，桜前線と
ともに北上して北海道に帰り，紅葉前線とともに南下して
弓削島に戻る，「人生の楽園」そのものの生活を楽しむこ
とができたらが，私の夢です。
　最後にもうひとつ，私の好きな歌に，中島みゆき「海よ」
があります。この歌は1980年製作，蜷川幸雄監督作品映
画『海よお前が　帆船日本丸の青春』（商船高専9期生出
演）の主題歌となりました。その歌詞のなかに，「遠い故郷
へ　舟を運べよ」「故郷の島を離れ　今日もさまよう」とあり
ます。まさに，その人生を私は送っているようなものです。

　平成30年4月より，練習船弓削丸一
等機関士として着任しました山下訓史と
申します。学生，保護者ならびに教職員

の皆様，よろしくお願いいたします。
　出身は弓削で，地元になります。弓削商船高等専門学
校の商船学科に入学し，機関コースに進み，卒業して就
職しました。在学時代の私は，出来の良い生徒ではなかっ
たので，就職してからというもの，大変苦労したことを今
でも思い出します。
　そんな私が，就職してからも船という職場に耐えられた
のは，学生時代に身についた挨拶をしっかりするという単
純なことでした。船内生活というのは，少人数で生活して
いるので，日常的なコミュニケーションがとても重要になりま
す。毎日朝から晩まで一緒にいる，もはや家族のような存

在なので，円滑に物事が進むよう，挨拶や返事には気を
使っておりました。最初の三ヵ月は，上手くコミュニケーショ
ンが取れず失敗ばかりでしたが，徐々に会話も続くように
なり，仕事についてもコミュニケーションが取れるようになっ
てきました。やはり，常日頃の挨拶や返事というのは大事な
のだなと痛感した社会人生活でした。
　五年目に差し掛かろうかというところで，私事で仕事を
辞めることになり，弓削商船高専で働くことになりました。ま
さか私が母校で働くとは夢にも思っておらず，また私の在
学時代を知る教職員の皆様は，まさかお前がなぁ…と
思ったと思います。私もそう思います。まだ船員としては五
年しか経験しておらず，教えられることも数少ないです
が，自分で経験したことを元に，少しでも学生の役に立て
たらと思います。
　学校関係者や保護者の皆様には，教員として未熟で
至らない点ばかり目立つかと思いますが，この仕事に精一
杯取り組んで参りますので，何卒よろしくお願い致します。
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情報工学科　4年
河内　芽衣

情報工学科　3年
アブ バカル ビン オスマン

情報工学科　3年
ジャイソン　サイチャ

情報工学科　4年
坂元　禄

編入生の紹介

　弓削商船高専に編入したとき，私は多く
の不安を抱いていました。
　初めての寮生活や高専ならではの専門
的な授業，友人作りなど，今までの生活と

は異なる新しいことばかりです。そんな気持ちの中，いざ弓削
商船高専での生活を始めると，クラスメイトたちが困っていると

快く助けてくれたり勉強を教えてくれたお陰で早く生活に慣れる
ことができました。寮生活では規則などが多くあり集団生活への
抵抗がありましたが，学年学科問わずいろいろな人が声をか
けてくれたり助けてくれ，今ではとても充実した寮生活を送って
います。
　弓削島の落ち着いた環境では，都会から離れ勉強や部活
動に専念することができます。これから部活動と，学業も留年
しないように頑張っていこうと思います。

　私の出身はマレーシアです。日本に来て
から5ヶ月ぐらい経ちました。マレーシアで2年
間，日本語を勉強しました。でも，日本語で
喋ることが下手です。だから，毎日頑張りま

す。
　弓削に着いた時は夜だったので周りの景色があまり見えてい
ませんでした。自動車が走っていませんでした。先輩に「先輩，
この島はお化けが出ますか？」と質問すると先輩が「あなたはた
ぶん疲れています」。そう，あの時，私は本当に疲れました。成
田に着いて，新幹線に乗り，福山駅に降りるつもりが，間違っ
て三原駅に降りてしまいました。私の地図が間違っていました。
何とかなると，希望を捨てずに迎えが来るのを待っていました。

2時間後に，先輩からのメッセージが届きました。本当に嬉し
かったです。
　私は情報工学科を選んだ理由は，マレーシアの高等学校で
情報工学の基本を勉強しました。しかし，プログラミングの力が
弱いと思います。私はゲーム開発者になるために，プログラミン
グを勉強したいと思います。
　友達が欲しいですが，私の日本語が下手なので，時々自
信がなくなってしまいます。だから，日本語能力試験を受けたく
て，日本語の力を強くしたいと思います。
　私の希望は自分の力で未来の世界を変えたいです。そのた
めに，私は前進しなければなりません。私の前には高くて，大
きな壁がありますが，静かに焦らずに方法を考えたいと思いま
す。私は風の方向を変えることはできませんが，常に私の目的
地に到達するように，私のクルーズを調整することができると信
じています。

　私の出身はラオスです。私は去年東京の
日本語教育センターで日本語を1年間勉強
しました。その学校にはラオスの学生は10
名いました。東京の生活はとても楽しかった

です。その頃，私は友達と一緒に富士山や箱根など色々な所
へいきました。春になり，私たちは日本のいろいろな町の高専に
進みました。その時はとても悲しかったし，一人になるので不安
がたくさんありました。
　東京は何でも便利です。しかし，弓削にきたら，何もないので
びっくりしました。弓削商船高専で勉強し始めて，5ヶ月くらいが

経ちました。初めて1人で生活をして，とても寂しかったです。日
本語がよく分からないし，友達もいないし，本当に寂しかった
です。今は話ができる友達が増えたので，日本語も前よりもずっ
と上手になりました。だから，学校の生活がどんどん楽しくなり
ました。授業の時，先生の話が聞き取れ，だんだん理解できる
ようになりました。先輩や先生方が優しいので，不安なことが
あったら，相談することもできます。これからも一生懸命を勉強
して，楽しい生活をして行きたいと思います。
　日本の習慣にはまだ慣れていないですが，勉強のために頑
張っています。高専を卒業したら，日本の大学へ進学したいと
思っています。大学を卒業したら，日本に就職したいと思ってい
ます。3～4年働いて，たくさんの技術を学び，その経験をいつ
かラオスに持って帰りたいと思っています。

　弓削商船高専に編入して，あっという間
に半年が経ちました。初日にクラスメイトと顔
を合わせたときは，クラスに馴染めるかとて
も不安だった自分を覚えています。また，寮

生活も初めてだったので身の回りのことを自分自身で行うことの
大変さもありました。しかし，友達と生活をしていくうちに寮生
活，学校生活に今までにはない，楽しさが芽生えました。
　本科卒業まで，もう1年半しかありませんが，出会った友達
と楽しく，学業面でもおろそかにしないようにしていきたいと思
います。

留学生の紹介
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　平成30年7月1日（日）午前9時30分から，本校第二体育
館において，約200人の保護者参加のもと，平成30年度
後援会総会が開催されました。
　本校からは，校長，教務主事，学生主事，寮務主
事，学科長，専攻科長，事務部長，総務課長，学生

課長および関係課の係長が出席しました。総務課長の司
会進行で，会長・副会長・会計幹事の選出が行われ，平
成29年度決算報告ならびに平成30年度予算案が審議さ
れ，原案通り承認されました。

　7月の西日本豪雨災害の影響で延期されていました平成
30年度第1回オープンキャンパスが，平成30年8月25日
（土），26日（日）の2日間にわたり開催されました。
　今年度は，広島県，愛媛県，岡山県を中心に，中学
生179人を含む413人の方々が本校キャンパスを訪れまし
た。このイベントは，本校の教育の一部を体験していただく
ことで，中学生の皆さんが進路を決定するための情報を提
供することを目的として，毎年実施しているものです。
　内容は，各学科による概要説明・学科体験，総合教育
科・図書館による体験コーナー，弓削丸乗船体験，学寮見
学，進路相談で，本年度も，参加者の便宜を考えて，午
前の部と午後の部がほぼ同じ内容で行われました。また，
本年度も進路相談の中で受検相談コーナーを設け，高専
の入試に向けての具体的な学習方法などの相談を受け付
けました。ここでは皆さん，受検までに必要な勉強内容や，
入学後の学生生活について真剣に質問されていました。
　オープンキャンパスに参加された皆さんからは，「船の重
要性がよく分かった。」「作成中のロボットが見れて楽しかっ
た。」「プログラミング体験が楽しかった。」といった感想をい
ただきました。さまざまな参加型イベントを体験し，本校の施
設・設備，教育内容の一端にふれていただけたのではない
でしょうか。

　本校電子機械工学科および情報工学科4年次編入学
試験が，平成30年9月10日（月）に実施されました。応募状
況は，電子機械工学科5名，情報工学科2名の計7名で

した。学力試験の結果，電子機械工学科1名，情報工学
科1名が合格しました。

平成30年度 後援会総会

平成31年度 編入学試験状況

平成30年度 オープンキャンパス
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平成30年度 商船学科卒業式

　平成30年9月24日（月）10時30分から，本校第二体育館
において，平成30年度商船学科卒業式が挙行されました
（表紙）。
　校長，来賓，保護者，教職員，在校生の列席のも
と，はじめに商船学科卒業生32名に卒業証書が授与さ
れ，続いて，各賞の受賞者に対する表彰が行われまし

た。その後，校長の式辞が読み上げられ，来賓祝辞，祝
電披露に続き，在校生総代（伊藤清里菜さん）の送辞と，
卒業生総代（原悠斗さん）の答辞が行われました。最後
に，「ごきげんよー」のかけ声とともに卒業生の帽子が一
斉に宙を舞い，卒業生たちは会場の大きな拍手に送られ
ながら学舎を巣立っていきました。

株式会社イクス 株式会社インフォコム西日本 株式会社エヌ・ティ・ティ エムイー
株式会社NTTフィールドテクノ 四国支店 株式会社エネルギア・コミュニケーションズ 大分キヤノン株式会社
大阪ガス株式会社 関西電力株式会社 キヤノンシステムアンドサポート株式会社
キヤノンマーケティングジャパン株式会社 倉敷紡績株式会社 ケイヒン株式会社
コニカミノルタジャパン株式会社 サントリーホールディングス株式会社 JFEスチール株式会社西日本製鉄所
シーティーシー・テクノロジー株式会社 株式会社JALエンジニアリング 神鋼テクノ株式会社
ソニーデジタルネットワークアプリケーションズ株式会社 株式会社中電工

富士電機株式会社
三菱電機ビルテクノサービス株式会社

DMG森精機株式会社
株式会社堀場製作所
メタウォーター株式会社

日本オーチスエレベータ株式会社　西日本支社
三浦工業株式会社
株式会社ユノス　瀬戸工場

■企業

キヤノンメディカルシステムズ株式会社 協和化学工業株式会社 株式会社光電製作所
花王サニタリープロダクツ愛媛株式会社 関西電力株式会社 株式会社技研製作所
NOK株式会社 株式会社エヌ・ティ・ティ エムイー 大分キヤノン株式会社
アンデックス株式会社 伊藤プレス工作所 エヌエスディ株式会社
株式会社アイチコーポレーション 株式会社赤阪鐵工所 旭化成株式会社

GEヘルスケア・ジャパン株式会社 株式会社島津アクセス 島津メディカルシステムズ株式会社
嶋本ダイカスト株式会社 株式会社JALエンジニアリング 株式会社SUBARU群馬製作所
セイコーエプソン株式会社 ダイキン工業株式会社 ダイキンMRエンジニアリング株式会社
ダイハツディーゼル株式会社 大洋電機株式会社 株式会社タダノ
株式会社椿本チエイン 株式会社ニコン 日本オーチス・エレベータ株式会社
富士重工業株式会社 フジテック株式会社 富士電機株式会社
株式会社古川製作所 株式会社FEBACS 株式会社堀場製作所
本州四国連絡高速道路株式会社 株式会社マツダＥ＆Ｔ 三井Ｅ＆Ｓシステム技研株式会社
三菱電機株式会社　受配電システム製作所 三菱電機ビルテクノサービス株式会社 村田機械株式会社
ムラテックCCS株式会社 株式会社名南製作所 ヤンマーエンジニアリング株式会社

（50音順）

（50音順）■企業

インターンシップ受け入れ先一覧（電子機械工学科）

インターンシップ受け入れ先一覧（情報工学科）
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商船学科5年
実習生

金子　和樹
　私はハワイ，シンガポールへの遠
洋航海を含む12ヵ月の乗船実習を経
験しました。
　その実習の中で最も印象に残って
いるのは，「日本丸」での5か月間の
実習の内ハワイへの往復2ヶ月間で

す。往路は帆を使用した帆走であったため機関科の私たちは
機関当直がなく，その時間で実際に船舶の運航で使用されて
いる機器を用いての整備作業実習を行い学校での実習では味
わうことのできないリアルさを味わうことができました。また復路で
は，機走であったため3直制での機関当直実習を行い船舶の
プラントを維持管理する大変さを感じると同時に肉体的な疲労

感を体験することができました。それ以外にも突発的なポンプの
故障や配管の破裂などトラブルが発生した時の対応力を職員
の方々に見せつけられプロのすごみを間近で感じることができ
ました。日本丸に配乗された機関科の実習生は5商船高専合わ
せて15名ととても少なく個人にかかる責任感はとても大きいもの
だったと思います。その分お互いに協力し合って課題や実習に
対応し実習を乗り切りました。
　学校での席上課程を修了した後に乗った青雲丸と銀河丸で
の6か月間の実習では，他高専の初対面の実習生が多く乗船
していたため初めは戸惑うことも多くありましたが時間が経つに
つれ打ち解けることができました。また他高専の学生と関わるこ
とで多くの刺激を受けました。
　合計12ヵ月間の乗船実習を通して私は船上での実務的な技
術や自発的に物事に取り組む姿勢，コミュニケーションの大切
さなど多くのことを学び身に着けることができました。これらの経
験をこれからの人生に必ず活かしていきたいと思います。

商船学科5年
実習生

永本　維幸
　私は平成30年9月10日に最後の
練習船航海実習を無事に終え，9
月24日に卒業式を迎えることができ
ました。思えば，ここで上手くやっ
ていけるのだろうかと不安になりな
がら五年半前に入学式を迎えまし

た。自分が思い描いた学校生活とは違い，戸惑うことも不安に
思うこともありました。しかし，弓削丸での航海実習や様々な実
習を通して普通の高校では絶対に経験出来ないことも経験さ
せてもらいました。そうしているうちに気がつけば戸惑いや不安
は無くなり楽しい学校生活を過ごすことができました。五年半で
の学校生活は今までの人生の中で最も色鮮やかに，つい昨日
の事のように思い出すことができます。それほどにこの弓削商
船高等専門学校での五年半は辛かったこと，苦しかったこと，
嬉しかったこと，楽しかったこと，多くの事を学ばせてもらいま

した。
　特に一年間の練習船航海実習では，沿岸航海や帆船での
航海実習を通じて航海士としての知識や技術，どの様な場面
になっても勇気をもって判断し指示することの大切さを教えても
らいました。また，船内生活は通学生である自分にとって初め
ての他人との共同生活であり，不安に思っていました。しか
し，そんな不安を吹き飛ばすほどに他の商船高専生や大学生
は明るく，優しい人達ばかりでした。そのため，船内生活を楽
しく過ごす事が出来，多くの他の商船高専生や大学生とも友
情を育み，協調性や助け合い支えあっていくことの大切さを知
ることができました。そして，この実習を通して知り合った友達
のおかげでどんな辛く苦しいことがあっても乗り越えて行くこと
ができ，非常に充実した一年間を送ることができました。
　この五年半は自分の力だけではたどり着くことが出来ない五
年半でした。ここまでたどり着く事が出来たのは多くの事をご教
授頂いた弓削商船高専の教職員の方々や航海訓練所の乗組
員の方々，辛い時も苦しい時も共にし助け合った同期生の皆
さんのおかげです。本当にありがとうございました。そして，今
後とも宜しくお願い致します。

卒業にあたって

褒章名 航海コース 機関コース
　甲田　拓己（ラグビーフットボール部） 　山本　　海（陸上競技部）

体育功労賞 　金子　和樹（ラグビーフットボール部）
※浜村　輝星（柔道部）
　木内　宏治（ヨット部）

全日本船舶職員協会賞 ※宮原　悠斗 ※木村　　霞
同窓会会長賞 ※河西　秀亮 ※山本　　海
海技教育財団会長賞 ※宇都宮直人 ※金子　和樹
日本船舶海洋工学会奨学褒賞 ※森　　海斗 　AHMAD RAHIMI RAIS BIN REJEMAT
日本航海学会奨学褒賞 　原　　悠登
日本マリンエンジニアリング学会 　木内　宏治優秀学生奨励賞「山下勇賞」

　石本　航大　　檜垣　良太　　河西　秀亮 　木村　　霞　　浜村　輝星　　山本　　海
　宮原　悠斗　　永本　維幸　　森　　海斗 　AHMAD RAHIMI RAIS BIN REJEMAT精励賞
　野間　銀平　　家森　達也　　原　　悠登　

平成30年度 商船学科卒業生 各賞受賞者
※代表者

乗船実習を通して
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 平成30年10月1日（月）10時30分より，本校第一会議室において，校長，専攻科長，各
主事・副校長，学科長臨席のもと，平成30年度専攻科（海上輸送システム工学専攻）入
学式が挙行されました。式は，入学許可，入学生による宣誓，校長式辞と滞りなく進み，
金子和樹さん，永本維幸さんの2名が入学を許可されました。
　校長式辞では，「アドミッションポリシーにあるように，『工学的素養を身につけ，それを
海事関係分野で応用したい』という気持ちと，『海上輸送管理技術を身につけ，それを社
会で応用したい』という気持ちを持ち続けてほしい。」，「的確な報告ができるコミュニケー
ション力の育成には特別研究を通して培うと良い。やっている研究は関連する学会で発表
し，発表した研究は論文に仕上げて投稿してほしい。」と述べられました。

平成30年度 専攻科
（海上輸送システム工学専攻）入学式

イイノガストランスポート株式会社 上野トランステック株式会社 宇和島運輸株式会社
鹿児島船舶株式会社 川近シップマネージメント株式会社 川崎汽船株式会社
喜多浦海運株式会社 九州郵船株式会社 共栄マリン株式会社
株式会社霧島海運商会 国華産業株式会社 国道九四フェリー株式会社
佐藤國汽船株式会社 四国開発フェリー株式会社 株式会社商船三井
株式会社スチールハブ ダイハツディーゼル株式会社 太洋日本汽船株式会社
鶴見サンマリン株式会社 東幸海運株式会社

ファーストマリンサービス株式会社
日本郵船株式会社
明治海運株式会社早駒運輸株式会社

（50音順）平成30年度 商船学科卒業生 就職一覧

東京海洋大学 弓削商船高等専門学校　専攻科

（50音順）平成30年度 商船学科卒業生 進学先一覧

学　　科
級　　長
副　級　長
学級担任

商船5年
黒川　耀工
杉本　和駿
筒井　壽博

電子5年
西原　健朗
半田　宇人
ダワァ ガンバット

情報5年
宮丸　尚士
黒川　聖矢
田房　友典

商船4年
-
-

二村　　彰

電子4年
長谷川晃大
毛利　隆二
森　耕太郎

情報4年
村井　朔也
井上　皓介
高本　　洋

学　　科
級　　長
副　級　長
学級担任

商船3年
菅澤　瑛二
藤本　剛輝
高岡　俊輔

電子3年
渡邉　亮汰
向井　　輝
久保　康幸

情報3年
多田　伊吹
今井　咲希
峯脇さやか

商船2年
佐藤沙耶香
岡野　大空
山崎　慎也

電子2年
伊藤　優希
難波　丈統
大澤　茂治

情報2年
荒木　海渡
矢野優美香
要　弥由美

商船1年
梅野　悠雅
岩部　悠紀
野口　　隆

電子1年
岩橋　　卓
岡田　康生
水崎　一良

情報1年
原　　楓子
和田　彩花
牧山　隆洋

平成30年度 後期級長・副級長・学級担任一覧
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　弓削商船高専との間で教育・学術交流に関する協定を
締結している国立モンゴル科学技術大学交通機械工学校
のダンジフウ・ツォロモンバートル学長が，両校間で11月に
実施予定の国際交流事業に関する協議等のため10月17
日（水）に来校し，井瀬校長，野口国際交流推進室長及

びダワァ・ガンバット電子機械工学科長を表敬訪問しました。
　当日は学長による学校説明も行なわれ，校長，主事・副
校長をはじめとする教職員は熱心に聞き入っていました。
今後の国際交流の一層の進展が期待されます。

（左）国立モンゴル科学技術大学交通機械工学校
　　　ダンジフウ・ツォロモンバートル学長
（右）井瀬校長

ダンジフウ・ツォロモンバートル学長の学校説明を熱心に聞く教職員

　平成30年8月22日（水）～9月3日（月），モンゴルウランバートル市
にある国立モンゴル科学技術大学・動力工学校，国立モンゴル
科学技術大学・交通機械工学校で本校の5名の学生（生産システ
ム工学専攻1名，電子機械工学科5年生1名，情報工学科４年
生3名）が国際インターンシップに参加しました。国際交流推進室
のガンバット教授が引率しました。
　学生達はモンゴルの民族歴史博物館，チンギスハーン像テー
マパーク（Genghis Khan Equestrian Statue），寺などを見学し
ました。また，インターンシップの研究テーマである「ウランバートル
の大気中の粒子状物質の濃度の測定」，「自動車エンジンの排
気ガスの測定」実験を行いました。参加した5名の学生にとって国
際的な視野を持った技術者として成長するための良い刺激となり
ました。

国立モンゴル科学技術大学での
インターンシップ・国際交流

国立モンゴル科学技術大学
交通機械工学校学長の表敬訪問

I N T E R N I N T E R N
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●海技士（航海）
　　１級
　　　田辺　　光（Ｓ5）　中西　柊斗（Ｓ4）
　　２級
　　　坂本　和希（Ｓ4）　藤原　瑠菜（Ｓ4）
　　　本多　清愛（Ｓ4）　楠本春太郎（Ｓ3）

●海技士（機関）
　　１級
　　　前田実知也（Ｓ5）　田村　安志（Ｓ3）
　　２級
　　　杉本　泰伸（Ｓ5）　渡藤　優真（Ｓ5）

●危険物取扱者
　　乙種第４類
　　　岡田　健生（Ｍ3）　横山　友花（Ｍ3）

●実用英語技能検定
　　準２級
　　　山田健太郎（Ｉ2）
 
●QC検定
　　３級 
　　　伊藤清里菜（Ｉ3）　小山　佑佳（Ｉ3）
　　　金石　　海（Ｉ3）　岡　　美波（Ｉ2）
　　　住廣　香奈（Ｉ2）　吉田　朝香（Ｉ2）

●ITパスポート 
　　　檀上　藍花（Ｉ4）

●P検
　　準２級
　　　苅田　禮王（Ｉ2）
　　３級
　　　檜垣　海斗（Ｉ1）

各 種 試 験 合 格 者 覧一
（学年は取得時）（平成30年2月～8月）

地域創生コーナー
瀬戸内国際ヨットラリー2018「弓削島」

　例年開催されている「瀬戸内国際ヨットラリー」（主催：一
般社団法人長距離航海懇話会（茨城県つくば市，代表
理事：大野康一郎氏））が5月11日（金）から5月27日（日）まで
開催され，本校が立地する弓削島にも5月11日（金）から5
月13日（日）まで寄港し，世界各国の参加者を本校学生が
「おもてなし」をしました。
　国内外の参加者（日・米・英・豪・加の5か国，計23名）に対
し，本校の学生有志が自主的に，昼食会や島内での
バーベキュー等の「おもてなし」を企画・立案し，3日間にわ
たり交流を深めていました。

　本取り組みは，KOSEN4.0プロジェクトの地域と学生達
の関わりを深めていく地域創生演習の一環として，上島町
と連携した実施事業です。

□参加者
・本校ボランティア：学生22名，教員4名，職員4名
・参加者：日・米・英・豪・加の5か国，全8艇（海外3艇），計
　23名（海外15名）
・歓迎パーティー参加者：校長，町長，町役場職員2名

集合写真 歓迎パーティー



実施日
６月10日（日）
６月24日（日）
８月３日（金）

公開講座名
バスケットボール教室第１回
陸上教室-速く走ろう-
科学でアウトドア～ロケットストーブを体験してみよう～

８月９日（木） 簡単手作りオリーブ石けん・フォトキャンドル講座

10月20日（土） 小型水中ドローンを操縦してみよう
水中ドローンで海中探検をしてみよう
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　平成30年7月28日（土），松山市にて弓削丸体験航海
「一日船長」を実施しました（各種行事のアルバム）。当日は
47名の親子が参加し，子どもたちはブリッジでの操船体験
やエンジンコントロールルームでの計器説明，甲板からの
眺望などそれぞれが約1時間の船旅を楽しました。参加者

からは「船の中に様々な設備があってびっくりした」「船が
大好きな息子がとても喜んでいました」等の感想が寄せら
れました。また，本校練習船「弓削丸」による体験航海を通
じて海事思想の普及に貢献できました。

　平成30年10月17日（木），本校情報工学科2年生の6名
が上島町特別養護老人ホーム海光園において，お散歩
ボランティア活動を実施しました。利用者さんは，普段家族
の方の付き添いでしか外に出ることはありませんが，学生
ボランティアが車椅子を牽くことで，島の風景を見ながら一
緒に散歩することができました。利用者さんは，お散歩の

道中に，学生たちとの会話を楽しんだり，一緒に歌を唄っ
たり，穏やかな時間を楽しんでいました。
　本取り組みは，KOSEN4.0プロジェクトの地域と学生達
の関わりを深めていく地域創生演習の一環として，上島町
と連携した実施事業です。

弓削丸体験航海「一日船長」

公開講座

ボランティア活動

上島町特別養護老人ホーム海光園でお散歩ボランティア活動を実施

　平成30年10月16日（火），本校電子工学科1年生が上
島町の高井神島において，海岸清掃のボランティア活動
を実施しました。予想以上のゴミの量から，今回はプラス
チックとビン・缶類に絞って清掃を行いました。1時間の清掃
活動の間に，プラスチックゴミ86.98kg，ビン・缶類17.57kg，
その他大型ごみを回収しました。島民約20名の島であり，
島民だけでは大規模な海岸清掃ができないため，町の担
当者の方から「助かりました」とコメントをいただきました。参
加した学生も，悪臭や想像以上のゴミに驚き，悪戦苦闘
しましたが，一所懸命ゴミを拾い，ゴミのポイ捨てやプラス
チック問題など環境問題について，さらに興味・関心が増
加した様子でした。
　本取り組みは，KOSEN4.0プロジェクトの地域と学生達

の関わりを深めていく地域創生演習および漂着ゴミの調査
の一環として，上島町と連携した実施事業です。

高井神島で海岸清掃のボランティア活動を実施
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平成30年度 入学式　4月 交通安全講習会　5月

校内体育大会　5月 瀬戸内二校定期戦　6月

１年生在寮祝賀会　7月公開講座　6月

平成29年度 卒業式　3月
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一日船長　8月

全国高専大会　8月

オープンキャンパス　8月

救命講習　8月 ロボコン四国地区大会　10月

老人ホーム海光園夏祭りイベント学生ボランティア活動　8月四国地区高専大会　7月

全国高専大会　8月
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　学生相談室でカウンセラーをしてい
ます，臨床心理士の眞鍋と申します。
　私の役割は，学生の皆さんが本
校に来てよかったと思ってもらえるよう
に学校生活をサポートすること，よりよ
い将来を生きていけるようにサポート
することだと思っています。これまでク
リニックや中学校等でも仕事をしてきま
した。ゆっくりお話を聴くことはもちろん
ですが，困っていることや心配ごとの
解決に向け，積極的に一緒に取り組
んで行ければと思っています。学生の
皆さんに加え，保護者の皆様にもご
利用頂けます。木・金曜日に来校して
います。保健室へ来室するか，ある
いは電話でも予約を取ることができま
すので，お気軽にご利用ください。ど
うぞよろしくお願い致します。 

　5月からスクールソーシャルワーカー 
（SSW）として毎週水曜日に来させて
いただいています社会福祉士の坂本
和夫と申します。
　SSWは子どもの最善の利益の実

現を目指します。心配や困りごと，小
さな問題から困難なこと，或いは何
か気になるなとかこれってどうなのと
些細かなと思うことから何でも，遠慮
なくスクールソーシャルワーカーを利用
して頂ければと思います。改善に向け
て一緒に考え行動することができま
す。みなさんよろしくお願いします。

　相談員の春田裕和です。40年間，
公立中学校で，理数教育，進路指
導，教育相談，生徒指導に関わり，
学業不振，不登校や発達障害を抱
えている生徒や保護者の支援を行い
ました。
　私の役割は，「卒業時に学生の皆
さんが弓削商船で学んでよかった」と
思える学生生活が送れるように，学

習の仕方，人間関係，職業適性な
どの問題の解決を手助けすることで
す。どなたでも気軽に相談室へお越し
ください。

　学生相談室長をしています総合教
育科教員の川島範章です。私は，公
立高校で教育相談を担当してきた経
験から，学校心理士スーパーバイ
ザー，臨床発達心理士スーパーバイ
ザーの資格を取得し，不登校や発達
障害などの支援をする教員から相談
を受ける仕事をしています。
　本学では，水曜日にカウンセリング
を担当するとともに，随時，保護者
の方や教職員の相談を受け付けてい
ます。何かありましたらご一報くださ
い。一緒に考えましょう。

眞鍋　一水（まなべ　いっすい）
　誰かと話してみたい
　ストレスを感じる
　最近体調が悪い　など

春田　裕和（はるた　ひろかず）
　教員との関係，
　進路が不安
　発達障害で悩んでいる　など

川島　範章（かわしま　のりあき）
　勉強についていけない
　部活動で困っている
　元気が出ない　など

坂本　和夫（さかもと　かずお）
　対人トラブルいじめ，
　いやがらせ
　ハラスメント　など

学生相談室担当の専門スタッフを紹介します

困ったときは気軽に相談
月・火曜日
月・火曜日

水曜日

水曜日

木曜日
金曜日

12時～18時

15時～17時

12時～18時

11時～19時
9時～17時

臨床心理士

教員

スクール
ソーシャルワーカー

臨床心理士

桝谷先生 他
15時～17時 相談員 春田先生

川島先生

坂本先生

眞鍋先生

相談に来たことや、相談内容、秘密にしたいことは守られます。

方法①：直接「学生相談室」に行ってみる。
方法②：「保健室」で予約を取る。（詳しい
　　　相談内容は伝えなくてOKです）
方法③：担任の先生を通して予約を取る。
　　　（詳しい相談内容は伝えなくてOK
　　　です）
方法④：counsellor@office.yuge.ac.jp
　　　 にメールを送る。
　　　（学年とお名前を教えてください）

図書館

一般科目棟

情報処理
教育センター

場所：図書館2階

学生相談室
（2階の右側）

保健室

行　き　方
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